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研究成果の概要（和文）：全国の大学の建築系学科等における教育内容に関する調査では、平成26年度に実施し
調査内容をとりまとめた。次に、ゼネコンやサブコンおよび建設業団体による技術・技能教育の内容に関するア
ンケート調査およびヒアリング調査では、日本建設業連合会施工部会教科書作成WGの協力を得て行い、企業内に
おける教育・訓練の実態を把握した。これを踏まえて、まずはASEANにおけるミャンマー連邦共和国ヤンゴン市
内のスキルズトレーニングセンターにおいてスーパーバイザーの育成を目的とするカリキュラムを作成し、施工
管理技術者教育を行い、日本での施工管理技術者教育に繋げることができることを確認した。

研究成果の概要（英文）：In the survey on educational contents in the university's university's 
architecture department etc., it was conducted in FY 2014 and compiled the contents of the survey. 
Next, in a questionnaire survey and interview survey on the content of technical and skill education
 by general contractors and subcontractors and construction industry organizations, with the 
cooperation of the Japan Construction Workers Association Construction Working Group Textbook 
Preparation WG, the actual state of education and training in the company I grasped. With this in 
mind, we first create a curriculum aimed at nurturing supervisors at the Skills Training Center in 
Yangon City, Federal Republic of Myanmar in ASEAN, educate construction management engineers, and 
connect to education for construction management engineers in Japan I confirmed that I can do.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
日本の建設業では、施工管理技術者や技能

労働者等の現場人材が不足しており、新築・
増改築・改修・維持保全等すべての仕事にお
いて逼迫した状態が続いている。ゼネコン・
サブコン等の工事会社では、若者の建設現場
人材を求めて、四苦八苦している現状におい
て、大学内に現場人材の育成を目的としたカ
リキュラムが無く、適切に施工や生産管理の
授業が展開されていないことが問題となっ
ていた。そこで、大学と建設業団体等が連携
し、現場人材を育成することのできる新しい
カリキュラムを策定し、試行することで、施
工管理技術者を育成することを目標として、
本研究を行うこととした。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、建築系学科や建築系コースのあ

る大学や専門学校等の教育機関での施工管
理技術者教育において、生産現場での仕事を
そのまま体験できると考えられているイン
ターンシップ教育や建築生産系の授業に関
する教育カリキュラム等の状況を確認し、そ
の教育内容と効果をとりまとめたものに基
づき、施工管理技術者や基幹的な技能者を育
成するための新しい教育方法に対応した教
育内容を構築することが目的である。 
 
３． 研究の方法 
3.1：本研究では、まず全国の大学の建築系学
科における教育内容を把握するため、建築系
学科等がある大学のシラバスを調査し、その
実態を確認し、科目・内容別に分類する。次
いで、総合建設業や専門工事業および建設業
団体で実施している技術・技能教育の内容に
ついて、人事・教育部署を通じてアンケート
調査およびヒアリング調査を行い、実施内容
から必要とされる技術・技能を分類・整理す
る。さらに、海外におけるマネジメント・技
術・技能と資格制度や教育体系に関して調査
し、施工管理技術者教育のシステム面からの
考察を加える。これらの調査と分析の結果を
踏まえて、大学における職業教育の観点から、
実践的な施工管理技術者を育成するための
新しい教育カリキュラムと教育プログラム
の提示を行う。本研究の実施期間は 3 年間と
し、研究代表者や研究分担者および海外の大
学教授らの研究協力者から構成される研究
体制により実施する。 
3.2：総合建設業や専門工事業および建設業団
体の技術・技能教育の内容に関する調査 
3.2.1.建設会社の教育内容の調査:総合建設業
やハウスメーカーおよび専門工事業で実施
している研修や教育の内容について、アンケ
ート調査およびヒアリング調査を行い、企業
内における教育・訓練の実態を把握する。ア
ンケート調査およびヒアリング調査は、建設
会社の人事・教育部門関係者や建設業団体の
教育訓練の実施機関である富士教育訓練セ
ンターを通じて行う。 

3.2.2.企業側の人材育成への要求事項を整
理・体系化:実施している教育・訓練の実施内
容から技術・技能の項目別に分類・整理する。
その結果から、建設生産活動に企業側が必要
とする技術・技能を抽出し、施工対象の種類
別に体系化を行う。 
3.3：海外における技術・技能と資格制度や新
たな教育体系に関する調査 
3.3.1.海外の職業人教育に関する調査:英国の
NVQ(全国職業資格)制度、米国の「School to 
Work」制度などの職業人教育と技術・技能
や資格制度に関わる調査を行い、産業界の教
育と大学における人材育成との関連性につ
いて各種の文献調査を行う。 
3.3.2.新たな教育体系に関する調査:英国では
CIOB や RICS 等の建設業団体と教育機関が
連携し、大学教育に求める具体的なマネジメ
ント技術・建築技術・技能を取り入れるため
の教育内容の研究に取り組んでおり、その連
携教育および研究に参画している Univ. of 
Reading・Birmingham City Univ.・Univ. of 
salford 等を主とする英国の大学関係者への
ヒアリング調査により詳細を把握する。上記
についてとりまとめたものを総合的に評価
したものを考察する。 
3.4：新しい建築施工管理技術者育成のための
教育カリキュラムの構築と教育プログラム
の提示 
3.4.1.調査結果の整理と体系化 
前述した 1~3 項目の調査結果を踏まえ、現状
の教育機関による建築生産に関する技術・技
能等の教育内容と、新しい施工管理技術者教
育、すなわち企業や建設業団体等が必要とす
るマネジメント・技術・技能との共通・相違
点について分析を行う。 
3.4.2.新しい教育カリキュラムの構築と教育
プログラムの提示 
まず、職業教育を教育機関で実施する場合の、
現場人材育成のための教育カリキュラムの
モデルを構築し作成する。次に教育プログラ
ムの提示を行い、従来の科目群構成の枠組み
にとらわれない教育体系の提言も行う。さら
には、ASEAN のミャンマー連邦共和国のヤ
ンゴン市ヤンキン・スキルズトレーニングセ
ンターにおいてスーパーバイザーの教育お
よびサイトエンジニアの教育を実施し、その
結果を考察したものを提示する。 
４． 研究成果 
4.1 研究の概要 
建築系学科の大学は、229 大学が存在し、

この中から 10 大学を任意に選択し、建築施
工に関係する科目と授業内容を HP による調
査にて確認を行った。生産系科目群の中で、
施工という名称の授業を行っている大学は
少なかった。最も多い科目は、建築生産、建
築生産システム、建築構法、構工法、生産設
計、工程計画、安全管理、建築経済、建築積
算等であった。全学年を通して、生産系科目
は、各科目 1単位であり、2単位～10 単位ま
でが認定されている。 



 欧米を代表する建築系学科の名称が、
Project Management in the Built Environment
であるように、マネジメントが主体であり、
テクノロジーは重要視されていない傾向に
ある。特に、Birmingham City University
や、Salford University、University of Bolton
等の英国の大学では顕著であった。テクノロ
ジーとマネジメントの両方を重要とする大
学では、University of Reading の一大学のみ
であった。このことから、欧米の大学は、PM
や CM および Law を主とした授業が展開さ
れており、CIOB(英国建設業協会)や RICS(英
国王立チャータード・サベイヤーズ協会、ま
たは英国王立勅許鑑定士協会とも呼ばれて
いる)との技術連携を行い、教育カリキュラ
ムに一定のマネジメント技術が導入さてい
るか否かのチェックが行われていることが
確認できた。 
 日本では、建築士や建築施工管理技士等の
資格を取得するのに必要な単位数が、国土交
通省所管建築技術教育普及センターおよび
建設業振興基金等により、各大学に対して決
められているが、授業のカリキュラムに口出
しすることはできない。 
 このように、日本と欧米では、建築生産系
科目に関する教科や内容に大きな違いがあ
り、日本における建築施工管理技術者を育成
するためには、大学において、建築設計、建
築構造、建築環境、建築計画、建築法規以外
に、「施工」の科目が特に重要と考え、しっ
かりと授業に取り入れておくしくみが必要
であることがわかった。 
4.2 研究の内容 
2011 年 3 月 11 日の東日本大震災により、

国内の建設投資が低迷するとともに建設業
の海外進出が重要な経営戦略の一つになっ
た。しかし、その後、東日本大震災からの復
旧・復興工事に加えて、インフラの老朽化に
も対応し始め、景気の回復基調に合わせて民
間市場の活動回復の兆しが見え始めた。政権
の経済政策による公共事業拡大、2020 年東京
オリンピック・パラリンピックの開催などに
伴い、建設需要が減少から増加に転じてきて
いることから、施工管理技術者や技能労働者
など建設現場の人材不足が顕著になってお
り、人材の適切な配置ができなかったり、人
員不足のために受注できなかったり、という
問題が表面化している。また、教育機関にお
いては、大学の建築系学科を卒業する学生あ
るいは進学を希望する学生の多くが、デザイ
ン系の仕事を希望しているが、現実には卒業
生の多くはゼネコンや住宅産業に就職し、施
工管理の職種に就いている。特に、大学教育
では、現場における施工管理や建築施工およ
び工程計画等に関するカリキュラムが非常
に少なく、設計においても、意匠、デザイン
に重点が置かれ、施工図や製作図の作成等の
施工段階での生産設計を教えていないのが
現状である。 
こうした乖離を埋める取組みとして、もの

つくり大学三原研究室と出版社および（一
社）日本建設業連合会（以下、日建連）施工
部会では、相互に協力し、大学等で建築施工
を学ぶ学生たちやこれから学ぼうとする若
者およびゼネコンの新入社員たちに、建設現
場での施工技術をわかりやすく興味を持っ
て習得することのできる教科書の開発をす
ることとなり、そのための事前調査を行うこ
ととした。 
 著者が行った既往の研究では、大学教育に
おいては、建設現場での施工技術をわかりや
すく興味を持って習得することのでき、かつ
授業に使用できる教科書が少ないことが確
認できた。そこで、本研究における調査では、
日建連会員のゼネコンの教育担当者にアン
ケート調査票を送付し、新入社員の教育には
どのような施工の教科書が適切だと考える
のかについて回答してもらうこととした。調
査票は、著者とコアメンバーおよび日建連事
務担当者で作成し、メールにて送付し回収し
た。 

アンケート調査票は、2015 年 5月 1日に送
付し、5月 20日までに回収した。回答回収結
果は以下のとおりである。日建連建築本部所
属全会社 60 社中 38 社 41 票の回答（回答率
63％）を得た（図 1）。 
 

 

 

 

 

 

図 1 日建連建築本部所属会社の全回答率 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 日建連施工部会所属会社の回答率 

 

 

 

 

 

 

図 3 日建連施工部会以外の建築本部所属会

社の回答率 

また、施工部会では、24 社中 23 社 26 票の
回答（回答率 95％）があり（図 2）、施工部



会以外の建築本部所属会社では、36 社中 15
社 15 票の回答（回答率 42％）があった（図
3）。 
ここでは、調査票の 10 設問に関して、そ

れぞれの結果を分析し、その内容を述べる。
調査票の設問 1から設問 7までは、主として
選択での回答形式であり、設問 8から設問 10
までは、記述での回答形式である。日建連施
工部会所属会社は、大手(売上高 1兆円超)・
準大手(売上高 2000 億円超)のゼネコンが多
いことから、大手・準大手ゼネコンと記述す
ることとした。また、施工部会以外の日建連
建築本部所属会社は、中堅(売上高 2000 億円
以下)ゼネコンが多いことから、中堅ゼネコ
ンと記述することとした。 
4.2.1 新人社員教育に使用しているテキス
トの有無について 
「ゼネコンの新人の施工教育に使用してい
るテキストの有無について（ひとつ選択）」
聞いたところ、規模別でみると、大手・準大
手ゼネコンが 96.2%であり、中堅ゼネコンは
80%であり、大手・準大手ゼネコンが中堅ゼ
ネコンよりテキストが「ある」の割合が高い
（図 4）。 
 

 

 

 

図 4 ゼネコン規模別の新人施工教育用テキストの

有無 
 
4.2.2 新人社員教育に使用しているテキスト
の内容について 
「ゼネコンの新人の施工管理技術者教育に
使用されているテキストの内容（複数選択
可）」について聞いたところ、中堅ゼネコン
のオリジナルテキストの使用の割合は、42%
と高く、各企業の教育方法と内容に沿って、
新人の教育を行っていることがわかった。ま
た、「日建連編の施工テキスト」の使用が各
社ともに約 30%あり、広く普及され使用され
ていることが確認できた（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
図 5 規模別の新人社員教育に使用している
テキストの内容 
 
4.2.3 新人社員教育に使用しているテキス
トの長所・短所 
 「ゼネコンの新人の施工管理技術者教育に
使用されているテキストの長所（複数選択
可）」について聞いたところ、最も高いのは､
「イラストや写真が多くてわかりやすい」
(37.7％)であり、次いで「建築施工の基本を
おさえている」(35.1％)､「本のページ数が

少なくてコンパクト」(15.6％)､「最新技術・
情報が掲載されている」(3.9％)であった（図
6）。短所について最も高いものは､「内容が
多すぎて読み切れない」(34.6％)であり、次
いで、「専門的すぎて難しい」(15.4％)､「情
報が古い」(11.5％)等であった。また、自由
意見では、映像ソフト類を教育研修に利用し
ているが映像や内容が古い等があった（図 7）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 新人社員教育に使用しているテキスト
の長所 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 新人社員教育に使用しているテキスト
の短所 
 
4.2.4 学生やゼネコンの新人の施工管理技
術者教育に必要な内容について 
 「ゼネコンの新人の施工管理技術者に必要
な教育内容について」聞いたところ、最も高
いものは､「コミュニケーション能力」
(13.6％)であった。次いで、「施工管理技術
者の仕事の内容」(11.2％)､「施工図の読み
描き」(10.9％)､「安全管理」(10.5％)であ
った（図 8）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 学生やゼネコンの新人の施工管理技術
者教育に必要な内容 
 
4.2.5 ゼネコンの新人の施工管理技術者教
育の主な目的について 
 「ゼネコンの新人の施工管理技術者教育の
主な目的について」聞いたところ、最も高い
ものは､「建設現場の基礎的な技術を習得す
ること」(16.4％)であった。次いで、「仕事
に慣れる」(11.2％)､「施工管理の仕事は、
コミュニケーションが如何に重要かを認識
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すること」(10.7％)､「上司の指示を理解し
遂行できる」(10.3％)であった。ここでも、
コミュニケーション能力を重要視している
ことがわかった（図 9）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 9 ゼネコンの新人の施工管理技術者教育
の主な目的 
 
4.3 まとめ 
大学生やゼネコンの新人の教育という視

点では、企業の規模を問わず、一人前に育て
ていくためには「施工の基本を知ること」、
「コミュニケーション力を培うこと」を重要
視する傾向にあることがわかった。今、必要
とされているテキストとしては、建設現場で
の仕事の内容や作業の方法を正しくイメー
ジできるようなイラスト表現等を多用して
作成することが望まれていることがわかっ
た。また、このテキストの使用と並行して、
インターンシップ等で現場において必要最
低限の基本的な事項を正しく理解させるこ
とも重要であることも確認できた。 
また、建築施工管理技術者としての基礎を

この建築施工テキストを使用して学ぶこと
により、現場での、施工技術の内容と方法を
習得し、さらには建築現場においてコミュニ
ケーション能力を養うことで、より適切な新
人現場社員育成を推進していくことができ
ることが期待されていることが確認できた。 
本調査研究では、大学生や専門学校生または
ゼネコンの新入社員に建築施工の楽しさや
奥深さを知ってもらうための技術や知識の
内容を日建連に加盟するゼネコン各社にア
ンケートによる調査を行い、これらをとりま
とめて、新しい教材づくりに対応することが
できるコンテンツを提示することができた。
本研究の成果は、これからの生産系技術者の
教育の一助になり得るものと期待できる。 
また、本研究により作成した教育カリキュ

ラムおよび教材を用いて、ミャンマー連邦共
和国スキルズトレーニングセンターにおい 
 

表 1 マネジメントコースカリキュラム 
 
 
 
 
 
 

て、スーパーバイザーおよびサイトエンジニ
アを育成するためのマネジメントコースを
試行的に教育し、一定の成果を収めることが
できた。 
本調査は、(株)竹中工務店 生産本部 木谷

宗一専門役、鹿島建設(株) 建築管理本部建
築企画部 大湾朝康専任部長、および、日建
連施工部会所属会社の教育担当の方々、日建
連建築部事務局の皆様方、ミャンマー連邦共
和国労働省、JICA 等に多大な協力をいただ
き実施することができた。ミャンマー・スキ
ルズトレーニングセンターでの教育成果は、
日本建築学会第 33 回建築生産シンポジウム
論文集(2017.7 発表確定)を参照していただ
きたい。 
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